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● 主 な 内 容 会 期 日 程

きたもと議会だより

こんにちは

議会です！

11月30日(火)本会議（開会）

12月１日(水)議案調査日

12月２日(木)議案調査日

12月３日(金)本会議（委員会付託）

12月６日(月)委員会（建設経済）

12月７日(火)委員会（総務文教・保健福祉）

12月９日(木)本会議（一般質問）

12月10日(金)本会議（一般質問）

12月13日(月)本会議（一般質問）

12月14日(火)本会議（一般質問）

12月16日(木)本会議（閉会）

12 月 定 例 会････②

一 般 質 問････③～⑥

委 員 長 報 告････⑦

提出案件の結果等････⑧

北本の行事シリーズ⑥

北本市成人式
北本市文化センターにおいて１月９日（日）に成人式が行なわれ、

新たに７５０人が成人となりました。天候にも恵まれ、スーツや振り

袖に身を包んだ大勢の新成人で賑わい、新たな門出を祝いました。



きたもと議会だより (２)

12月定例会12月定例会

　
11
月
30
日
か
ら
12
月
16
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た
定
例
会
で
は
、

市
長
提
出
議
案
21
件
、
議
員
提
出
議
案
５
件
、
請
願
２
件
を
慎
重
に
審
議
し
ま

し
た
。

　
特
に
、
平
成
22
年
度
北
本
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
に
つ
い
て
は
、

総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
お
い
て
修
正
可
決
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
会
議
に
お

い
て
は
否
決
と
な
り
、
記
名
投
票
の
結
果
（
下
記
参
照
）
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

平
成
22
年
度

　
北
本
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

　
ほ
か
25
件
の
議
案
を
可
決

平
成
22
年
度

　
北
本
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

　
ほ
か
25
件
の
議
案
を
可
決

記
名
投
票
の
結
果

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
す

　
北
本
市
議
会
で
は
、
平
成

23
年
３
月
１
日
（
火
）
よ
り

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ

は
、
皆
様
へ
の
情
報
を
迅
速

か
つ
よ
り
わ
か
り
や
す
く
提

供
す
る
た
め
に
実
施
す
る
も

の
で
す
。

　
　
お
知
ら
せ

今
年
４
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
北

本
市
議
会
議
員
選
挙
の
立
候
補
予

定
者
説
明
会
が
左
記
の
と
お
り
行

わ
れ
ま
す
。

　
　
　
日
　
　
時

　
平
成
23
年
３
月
５
日(

土)

　
午
後
１
時
30
分

　
　
　
場
　
　
所

　
北
本
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　
第
１
・
２
会
議
室

　
今
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
市
長

提
出
議
案
の
う
ち
、
質
疑
が
な
さ

れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
そ
の
主
な

も
の
を
掲
載
し
ま
す
。

議
案
第
１
０
２
号
　
平
成
22
年
度

北
本
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

７
号
）

Ｑ
、
子
ど
も
図
書
館
の
必
要
性
に

つ
い
て

Ａ
、
児
童
館
の
建
設
に
伴
い
、
子

ど
も
図
書
館
の
機
能
を
合
わ
せ
持

た
せ
る
た
め
に
、
今
回
、
３
０
０

万
円
の
設
計
委
託
料
を
計
上
し
ま

し
た
。

　
中
央
図
書
館
は
、
年
々
、
利
用

者
が
増
え
て
い
る
た
め
、
手
狭
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
図
書
館
機

能
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、

現
在
あ
る
、
児
童
コ
ー
ナ
ー
を
子

ど
も
図
書
館
に
移
行
し
、
市
民
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
初
、
児
童
館
の
中
に
は
図
書

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
を
考

え
て
い
ま
し
た

が
、
よ
り
図
書

館
機
能
を
充
実

さ
せ
る
た
め
に

子
ど
も
図
書
館

の
建
設
を
検
討

し
ま
し
た
。

Ｑ
、
中
核
保
育
所
建
設
に
伴
う
道

路
の
拡
幅
は
４
・
５
メ
ー
ト
ル
で

十
分
か
、
ま
た
、
こ
の
道
路
の
将

来
的
な
構
想
に
つ
い
て

Ａ
、
中
核
保
育
所
の
用
地
に
隣
接

し
た
南
側
の
道
路
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
に
保
育
所
の
出
入
り
に
使

用
す
る
こ
と
は
想
定
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
あ
る
程
度
の
車
両
通
行
は

見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
４
・
５
メ

ー
ト
ル
に
拡
幅
す
る
必
要
が
あ
る

道
路
と
判
断
し
ま
し
た
。

　
当
初
は
、
５
、
６
メ
ー
ト
ル
に

拡
幅
す
る
こ
と
も
考
え
ま
し
た
が
、

取
り
つ
け
道
路
が
４
・
３
メ
ー
ト

ル
の
た
め
、
両
側
の
側
溝
も
含
め

て
、
４
・
５
メ
ー
ト
ル
で
整
備
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
道
路
に
つ
い
て
は
、

幹
線
的
な
道
路
で
は
な
く
地
域
の

生
活
道
路
と
い
う
こ
と
か
ら
、
今

の
時
点
で
は
直
線
的
に
東
へ
抜
け

る
構
想
は
あ
り
ま
せ
ん
。

委
員
会
構
成
に
一
部
変
更
が
あ
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
は
新
た
に
就
任
し
た

議
員
で
す
。

「
議
案
第
１
０
２
号
」
平
成
22
年

度
北
本
市
一
般
会
計
補
正
予
算
　

（
第
７
号
）

「
賛
成
者
」
11
名

中

村

洋

子
、
湯

澤

清

訓
、

串

田

英

夫
、
桂

　

祐

司
、

島

野

和

夫
、
岸

　

昭

二
、

福

島

忠

夫
、
黒

澤

健

一
、

阪
井
栄
見
子
、
横

山

　

功
、

伊

藤

堅

治

（
棄
権
者
７
名
） （平成22年12月16日現在）

議 会運営委員 会

委　員　長　　福 島 忠 夫

副 委 員 長　　大 澤 芳 秋

委 　 　 員　　湯 澤 清 訓

（以下議席順）　　桂 　 祐 司

　　　　　　　　岸 　 昭 二

　　　　　　　　金子眞理子



※
質
問
通
告
順
に
掲
載

吉
住
武
雄
（
緑
風
政
策
）

・
総
合
公
園
野
球
場
の
硬
式
野
球

　
中
止
か
ら
２
年
以
上
経
過
す
る

　
が
、
そ
の
後
の
対
応
策

・
自
治
基
本
条
例
の
条
文
中
、
市

　
民
と
は
誰
を
指
し
て
い
る
の
か

・
圏
央
道
蓋
掛
け
予
算
を
南
部
地

　
域
整
備
基
金
へ
積
み
立
て
て
は

他
１
件

現
王
園
孝
昭
（
緑
風
政
策
）

・
平
成
23
年
度
予
算
編
成

・
教
育
ビ
ジ
ョ
ン

・
北
本
駅
西
口
駅
前
広
場
改
修
の

　
混
迷
と
行
政
責
任

他
２
件

福
島
忠
夫
（
平
成
会
）

・
市
制
40
周
年
に
あ
た
り

・
新
駅

・
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

大
澤
芳
秋
（
緑
風
政
策
）

・
小
中
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
の

　
把
握
と
対
策

・
高
崎
線
桶
川
・
北
本
間
新
駅
設

　
置
促
進

・
姉
妹
都
市
（
会
津
坂
下
町
）
交

　
流
の
現
状

市政に対する一般質問市政に対する一般質問
　一般質問とは、議案と関係なく市の行政事務の

状況や将来に対する方針などをただすもので、定

例会に限って行われます。

　質問を希望する議員は、あらかじめ質問事項を

通告し、執行部の答弁を求めます。

　今定例会では、17人の議員から77件110項目に

ついて質問がありました。

　その中から主なものの答弁を掲載しました。

12
月

定

例

会

12
月

定

例

会

12
月

定

例

会

12
月

定

例

会

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

問
１
　
現
状
に
対
す
る
見
解
は

答
１
　
医
療
体
制
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
県
や
医
療
機
関
等
と

の
連
携
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

現
在
の
市
内
の
医
療
施
設
の
状

況
は
、
病
院
３
施
設
、
一
般
診

療
所
44
施
設
、
歯
科
診
療
所
37

施
設
、
小
児
科
１
施
設
と
横
ば

い
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
産

婦
人
科
は
２
施
設
と
減
少
し
て

お
り
、
出
産
を
取
り
扱
う
医
療

施
設
の
減
少
は
大
き
な
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
２
　
緊
急
救
急
医
療
体
制
に

つ
い
て

答
２
　
初
期
救
急
は
、
日
曜
・

祝
日
、
年
末
年
始
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
に
、
市
内
の
１

医
療
機
関
を
含
む
桶
川
北
本
伊

奈
地
区
医
師
会
の
３
医
療
機
関

で
診
療
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、

小
児
初
期
救
急
で
は
、
月
曜
か

ら
土
曜
ま
で
の
午
後
８
時
か
ら

10
時
ま
で
の
診
療
体
制
で
桶
川

北
本
伊
奈
地
区
医
師
会
の
１
医

療
機
関
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
救
急
医
療
の

需
要
は
年
々
増

加
し
て
お
り
、

救
急
車
、
搬
送

人
員
も
増
加
し

て
い
ま
す
。

　
公
職
選
挙
法
で
は
、
金
の
か

か
ら
な
い
政
治
の
実
現
と
公
正

な
選
挙
を
め
ざ
し
て
、
選
挙
区

内
で
の
政
治
家
の
寄
附
の
禁
止
、

政
治
家
に
対
す
る
寄
附
の
勧
誘

の
要
求
の
禁
止
な
ど
、
広
範
囲

に
寄
附
行
為
等
を
禁
止
し
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
を
市
民
の

方
々
に
認
識
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
選
挙
管
理
委
員
会
の
重
要

な
責
務
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
公
職
選
挙
法
で
禁

止
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
12
月
の

広
報
「
き
た
も
と
」
に
掲
載
し
、

市
民
の
皆
様
に
周
知
を
し
て
い

ま
す
。

　
政
治
家
は
有
権
者
に
寄
附
を

贈
ら
な
い
、
有
権
者
は
政
治
家

に
寄
附
を
求
め
な
い
、
政
治
家

か
ら
寄
附
を
受
け
取
ら
な
い
と

い
う
、
こ
の
三
な
い
運
動
の
推

進
に
つ
い
て
、
今
後
も
よ
り
一

層
市
民
啓
発
に
取
り
組
み
周
知

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

緊

急

救

急

医

療

体

制

公
職
選
挙
法

(３) きたもと議会だより



中
村
洋
子
（
共
産
党
）

・
お
年
寄
り
が
安
心
し
て
住
み
続

　
け
ら
れ
る
ま
ち
北
本
市
を
め
ざ

　
し
て

・
北
本
団
地
外
周
道
路
の
改
修
を

　
も
と
め
て

・
公
共
施
設
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の

　
計
画

他
２
件

伊
藤
堅
治
（
平
成
会
）

・
普
通
建
設
事
業
費
予
算
の
充
実

・
西
側
地
区
に
直
売
所
の
設
置
の

　
考
え

・
中
丸
の
ふ
れ
あ
い
通
り
の
愛
称

　
を
グ
リ
コ
ふ
れ
あ
い
通
り
と
し

　
て
は
い
か
が
か

他
２
件

横
山
　
功
（
平
成
会
）

・
久
保
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業

　
の
大
幅
見
直
し
と
期
間
短
縮

・
子
育
て
支
援

・
産
業
ま
つ
り

他
２
件

桂
　
祐
司
（
み
ん
な
の
会
）

・
児
童
館
・
子
ど
も
図
書
館

・
来
年
度
、
南
部
地
域
整
備
基
金

　
の
積
立
額
を
２
億
円
と
す
る
予

　
算
措
置

・
公
職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
る
行

　
為

他
２
件

串
田
英
夫
（
み
ん
な
の
会
）

・
「
埼
玉
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
、
ト
キ
」

　
と
い
う
夢
を
現
実
に
未
来
の
子

　
ど
も
た
ち
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト

・
県
道
関
係

・
健
康
的
な
生
活
を
営
む
市
民

他
２
件

問
　
猛
暑
対
策
と
し
て
学
校
の

普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
（
冷
房

設
備
）
が
必
要
で
は
な
い
か

答
　
普
通
教
室
の
冷
房
設
備
整

備
は
、
自
治
体
に
よ
り
格
差
が

顕
著
で
す
。
県
内
で
も
１
０
０

％
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て
い
る

市
も
あ
れ
ば
、
扇
風
機
も
な
い

市
町
村
も
あ
り
ま
す
。
本
市
で

は
、
平
成
17
年
度
に
他
市
に
先

駆
け
、
小
中
学
校
全
て
の
普
通

教
室
に
４
台
ず
つ
の
扇
風
機
を

設
置
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
子
ど

も
た
ち
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、

勉
強
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
、
下
敷
き
で
あ
お
が
な
く

て
も
良
く
な
っ
た
等
と
大
変
好

評
で
、
教
員
か
ら
も
児
童
の
健

康
管
理
に
役
立
っ
た
等
の
報
告

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
近
年

の
異
常
と
も
い
え
る
暑
さ
に
対

し
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
検
討

し
て
き
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
エ
ア
コ
ン
使
用

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
定
め
、
環

境
に
配
慮
し
た
機
器
を
選
定
し
、

校
舎
の
大
規
模
改
修
工
事
に
あ

わ
せ
、
北
本
中
学
校
の
21
教
室
、

西
中
学
校
の
15
教
室
全
て
に
エ

ア
コ
ン
を
設
置
し
ま
し
た
。
今

後
、
東
中
学
校
は
平
成
23
年
度

に
、
宮
内
中
学
校
は
平
成
24
年

度
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
予

定
で
す
。

　
小
学
校
の
エ
ア
コ
ン
に
つ
い

て
も
、
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
と
並
行
し
て
、
校
舎
の
耐

震
大
規
模
改
修
工
事
の
中
で
設

置
が
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

きたもと議会だより (４)

普
通
教
室
に

冷

房

設

備

問
１
　
平
成
23
年
度
の
南
部
地

域
整
備
基
金
積
立
額
を
２
億
円

程
度
と
す
る
決
議
が
平
成
会
、

公
明
党
、
み
ん
な
の
会
、
３
会

派
合
同
で
提
出
さ
れ
た
が

答
１
　
議
会
の
決
議
は
、
十
分

に
尊
重
し
、
意
向
を
踏
ま
え
て

対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
新
駅
建
設
の
総
事
業
費
は
、

新
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
整
備
計

画
に
お
い
て
約
60
億
円
と
想
定

し
て
い
ま
す
。
こ
の
金
額
に
は
、

駅
舎
本
体
約
25
億
８
，
０
０
０

万
円
の
ほ
か
に
、
周
辺
整
備
や

圏
央
道
の
蓋
か
け
な
ど
の
関
連

事
業
も
含
め
た
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。
事
業
期
間
中
の
予
算
の

平
準
化
の
た
め
に
も
余
裕
の
あ

る
基
金
の
積
み
立
て
が
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
２
　
基
金
の
金
額
は
Ｊ
Ｒ
に

対
し
て
、
や
る
気
や
新
駅
の
必

要
性
を
示
す
「
指
標
」
に
な
る

の
で
は
な
い
か

答
２
　
現
在
の
仮
定
で
は
、
20

億
円
が
市
の
直
接
負
担
で
、
基

金
の
規
模
は
そ
の
位
と
想
定
し

て
い
ま
す
。
こ
の
基
金
は
、
平

成
14
年
度
に
３
，
０
０
０
万
円

を
積
み
立
て
て
以
来
、
毎
年
積

み
立
て
ら
れ
て
、
平
成
21
年
度

は
１
億
円
を
積
み
立
て
、
現
在

の
基
金
は
２
億
８
，
６
０
０
万

円
ほ
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
基

金
の
目
標
額
を
精
査
し
て
、
開

業
ま
で
に
そ
の
額
を
用
意
す
る

こ
と
は
、
必
要
で
あ
る
と
答
弁

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

問
３
　
圏
央
道
の
蓋
か
け
予
算

を
基
金
に
積
み
立
て
る
こ
と
は
。

答
３
　
財
政
担
当
部
署
と
協
議

し
て
い
く
べ
き
こ
と
と
考
え
て

い
ま
す
。

南

部

地

域

整

備

基

金



高
橋
節
子
（
緑
風
政
策
）

・
地
域
福
祉
計
画
の
策
定

・
排
水
処
理
計
画
の
推
進

・
廃
棄
物
減
量
へ
向
け
て

他
２
件

金
子
眞
理
子
（
緑
風
政
策
）

・
圏
央
道
予
定
地
周
辺
住
民
へ
の

　
説
明

・
保
育
所
行
政

・
駅
西
口
広
場
改
修
に
み
る
行
政

　
手
法

他
１
件

阪
井
栄
見
子
（
公
明
党
）

・
小
中
学
校
保
護
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー

　
ジ
サ
ー
ビ
ス
実
施
の
取
組
み

・
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
助

　
成
拡
大

・
北
本
市
に
お
け
る
監
査
の
あ
り

　
方

他
１
件

岸
　
昭
二
（
公
明
党
）

・
熱
中
症
対
策

・
学
校
校
舎
の
耐
震
化

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
策
定他

２
件

島
野
和
夫
（
公
明
党
）

・
葉
酸
を
活
用
し
た
健
康
づ
く
り

・
新
駅
実
現
に
向
け
た
資
金
計
画

・
「
い
じ
め
」
根
絶
へ
の
取
組
み

他
３
件

黒
澤
健
一
（
平
成
会
）

・
北
本
市
の
医
療
体
制

・
商
業
を
元
気
に
す
る
振
興
策

・
北
本
市
行
政
改
革
戦
略

問
１
　
平
成
21
年
度
の
実
施
状

況
と
効
果
に
つ
い
て

答
１
　
商
品
券
発
売
当
日
に
完

売
と
な
り
、
ま
た
購
入
者
の
大

半
が
１
人
当
り
の
限
度
い
っ
ぱ

い
ま
で
購
入
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

大
い
に
魅
力
あ
っ
た
も
の
と
評

価
し
て
い
ま
す
。

　
商
店
側
へ
の
効
果
と
し
て
は
、

売
り
上
げ
の
増
加
等
、
販
売
促

進
の
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
商
工
会
に
と
っ
て
も
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
取
扱
店

舗
を
商
工
会
会
員
以
外
に
も
拡

大
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
か

ら
、
商
工
会
会
員
の
勧
誘
の
き

っ
か
け
に
も
な
っ
た
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
２
　
課
題
は
あ
る
の
か

答
２
　
購
入
を
希
望
す
る
市
民

の
皆
様
に
、
商
品
券
が
十
分
に

行
き
渡
ら
な
か
っ
た
こ
と
。
ま

た
、
市
内
の
個
店
で
の
利
用
が

少
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

問
３
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

復
活
に
つ
い
て

答
３
　
商
工
会
か
ら
は
、
平
成

23
年
度
に
も
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
を
再
度
発
行
し
た
い
と
い
う

要
望
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行

は
、
商
業
を
元
気
に
す
る
振
興

策
と
し
て
の
効
果
が
期
待
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

前
回
の
課
題
等
に
つ
い
て
商
工

会
と
十
分
協
議
し
な
が
ら
、
効

果
的
な
実
施
が
図
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム

商

品

券

問
１
　
市
道
の
修
復
は
市
の
責

任
で
直
す
の
が
当
然
だ
が
、
整

備
さ
れ
な
い
の
は
な
ぜ
か

答
１
　
生
活
道
路
の
整
備
は
、

生
活
道
路
整
備
基
本
方
針
を
定

め
て
、
計
画
的
に
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
優
先
順
位
は
、

用
地
取
得
の
協
力
が
得
ら
れ
る

こ
と
、
特
定
財
源
が
見
込
め
る

こ
と
、
投
資
効
果
が
見
込
め
る

こ
と
、
排
水
先
が
確
保
さ
れ
る

こ
と
、
舗
装
道
路
と
接
続
さ
れ

る
こ
と
の
項
目
の
う
ち
、
該
当

す
る
項
目
数
の
多
い
道
路
を
優

先
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
道
路
の
改
良
は
、
整
備
す
る

道
路
幅
員
の
下
限
を
、
市
街
化

区
域
に
つ
い
て
は
、
４
・
３
ｍ

又
は
４
・
５
ｍ
と
し
、
市
街
化

調
整
区
域
で
は
５
ｍ
と
し
て
い

ま
す
。
簡
易
舗
装
で
は
、
整
備

す
る
道
路
の
幅
員
を
１
・
８
ｍ

以
上
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

優
先
順
位
に
つ
い
て
は
、
建
物

等
が
現
道
に
近
接
し
て
い
る
な

ど
拡
幅
が
困
難
な
道
路
、
通
学

路
、
利
用
頻
度
が
高
い
住
宅
の

連
檐
性
、
行
き
止
ま
り
道
路
の

場
合
は
５
世
帯
以
上
の
利
用
が

あ
る
こ
と
の
項
目
の
う
ち
、
該

当
す
る
項
目
数
の
多
い
道
路
を

優
先
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問
２
　
緊
急
に
改
善
さ
れ
た
い

水
た
ま
り
箇
所
を
自
治
会
長
名

の
申
請
に
し
て
い
る
理
由
と
課

題
に
つ
い
て

答
２
　
市
道
の
整
備
は
、
沿
線

の
皆
様
の
用
地
の
協
力
等
が
な

い
と
整
備
が
難
し
い
の
で
、
自

治
会
長
さ
ん
が
意
見
を
ま
と
め

て
、
要
望
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
な
お
、
沿
線
の
住
民
の

皆
様
か
ら
の
要
望
で
も
道
路
の

損
傷
が
激
し
く
危
険
な
場
合
は
、

現
地
を
確
認
し
、
早
急
に
補
修

等
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。前回発行されたプレミアム商品券

(５) きたもと議会だより

生
活
道
路
の

改

修



湯
澤
清
訓
（
共
産
党
）

・
北
本
駅
西
口
駅
前
広
場
改
修

・
行
政
改
革
成
果
の
行
き
先
を
問

　
う

・
デ
マ
ン
ド
バ
ス
へ
の
タ
ク
シ
ー

　
車
両
追
加

他
３
件

三
宮
幸
雄
（
緑
風
政
策
）

・
北
本
市
庁
舎
建
設
委
員
会
答
申

　
と
安
井
建
築
設
計
事
務
所
プ
ロ

　
ポ
ー
ザ
ル
と
の
整
合
性

・
体
育
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
の

　
評
価

・
北
本
駅
西
口
駅
前
広
場
の
改
修

　
と
説
明
責
任

他
１
件

│
　
◇
　
│
　
◆
　
│

次
回
の
定
例
会
は
、

２
月

21
日(

月)

開
会
の
予
定
で
す
。

次
回
の
定
例
会
は
、

２
月

21
日(

月)

開
会
の
予
定
で
す
。

問
１
　
ベ
ン
チ
の
設
置
が
少
な

い
が
、
適
正
な
場
所
に
設
置
で

き
な
い
か

答
１
　
市
内
バ
ス
路
線
は
Ｊ
Ｒ

高
崎
線
東
側
２
路
線
、
西
側
２

路
線
、
ま
た
近
隣
市
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
３
路
線
が
あ
り
バ

ス
停
は
約
１
４
０
か
所
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
ベ
ン
チ
が
設
置

さ
れ
て
い
る
の
は
西
口
駅
前
と

北
本
団
地
等
の
数
か
所
に
限
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
以
前
は
運
行
業
者
が
設
置
し

て
い
ま
し
た
が
、
古
く
な
っ
た

ベ
ン
チ
に
座
っ
て
洋
服
が
汚
れ

た
、
ベ
ン
チ
が
破
損
し
て
い
て

転
倒
し
た
等
、
管
理
上
の
問
題

か
ら
現
在
は
設
置
は
行
っ
て
い

な
い
と
の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
設
置
に
よ
っ
て
、
車
椅

子
や
自
転
車
や
歩
行
者
の
通
行

の
妨
げ
に
な
る
こ
と
も
想
定
さ

れ
、
安
全
性
の
確
保
が
困
難
な

バ
ス
停
が
多
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
ベ
ン
チ
の
設
置
は
高
齢
者
の

利
用
が
多
い
バ
ス
停
等
で
安
全

性
が
確
保
さ
れ
た
バ
ス
停
に
限

ら
れ
、
さ
ら
に
耐
久
性
の
あ
る

ベ
ン
チ
の
選
定
等
、
様
々
な
課

題
を
解
決
し
た
上
で
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
２
　
バ
ス
会
社
や
事
業
所
に

協
力
を
求
め
ら
れ
な
い
か

答
２
　
管
理
上
の
問
題
が
あ
り

次
第
に
な
く
し
て
き
た
状
況
で

す
。
要
望
は
伝
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
設
置
は
業
者
の
判

断
に
な
り
ま
す
。

きたもと議会だより (６)

バ

ス

停

に

ベ

ン

チ

を

駅
西
口
広
場

　議会では、皆さんの生活に

密着した重要な問題を審議し

ています。

　身近な市政を知るためにも、

議会を傍聴してみませんか。

傍聴 のご案内傍聴 のご案内傍聴 のご案内

問
１
　
平
成
12
年
、
社
会
福
祉

法
の
改
正
に
よ
り
市
町
村
が
策

定
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
平
成
19

年
に
は
盛
り
込
む
べ
き
具
体
的

事
項
が
定
め
ら
れ
た
が
、
そ
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

答
１
　
市
町
村
地
域
福
祉
計
画

は
、
保
健
福
祉
関
連
施
策
に
つ

い
て
地
域
福
祉
の
視
点
か
ら
具

体
化
を
図
る
と
さ
れ
て
お
り
、

地
域
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
適
切
な
利
用
の
推
進
に
関
す

る
事
項
、
地
域
に
お
け
る
社
会

福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
の
健

全
な
発
達
に
関
す
る
事
項
、
地

域
福
祉
に
関
す
る
活
動
へ
の
住

民
の
参
加
の
促
進
に
関
す
る
事

項
を
盛
り
込
み
、
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
２
年

間
の
予
定
で
す
。
初
年
度
は
住

民
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
の

ア
ン
ケ
ー
ト
、
次
に
福
祉
事
業

者
、
福
祉
団
体
の
意
見
を
調
査

し
、
課
題
等
の
整
理
を
行
う
と

と
も
に
計
画
策
定
委
員
会
等
の

体
制
を
整
え
、
２
年
目
に
策
定

委
員
会
等
で
計
画
内
容
を
審
議

し
な
が
ら
策
定
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問
２
　
住
民
参
加
に
つ
い
て

答
２
　
本
市
で
は
地
域
で
の
助

け
合
い
、
支
え
あ
い
事
業
を
住

民
参
加
で
展
開
し
、
そ
の
重
要

性
が
認
識
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

10
年
前
で
は
想
定
で
き
な
か
っ

た
、
こ
れ
ら
を
盛
り
込
ん
だ
計

画
が
策
定
で
き
る
時
期
に
き
て

い
る
の
で
、
早
期
に
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
３
　
予
算
化
に
つ
い
て

答
３
　
調
査
が
か
な
り
必
要
と

な
る
の
で
、
７
０
０
万
円
か
ら

７
５
０
万
円
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
予
算
編
成
の
中
で
調
整

を
進
め
て
い
ま
す
。

バス停に設置されているベンチ

地

域

福

祉

計
画
の
策
定



保健福祉保健福祉総務文教総務文教

建設経済建設経済

Ｑ．福祉基金の設置に至る経緯及び使途

について

Ａ．介護、あるいは福祉の分野に充てて

ほしいというある市民の方のご遺言で、

4,783万5,603円の寄附がありました。こ

の寄附金をどのように使わせていただく

か検討しましたが、寄附が多額であるこ

とや、寄附者の意向に沿った活用をする

ため、福祉基金を設置することとしました。

使途については、条例に、高齢者・障害者・

児童等の福祉の増進という目的があり、

基本的には保健福

祉部の業務すべて

が対象になります

が、必要性や緊急

度を総合的に勘案

し、具体化したい

と考えています。

Ｑ．土地所有者等が後退用地を市へ無償

譲渡する際に、多額の測量費が自己負担

で生じてしまうということだが、報償費

はどのくらい支払われるのか

Ａ．道路後退用地提供者への報償金につ

いては、12万円を限度として支払うこと

になっています。また、後退用地の中に

隅切りがある場合、隅切り部分が２平方

メートル以内の用地については３万円、

２平方メートルを超える用地について６

万円が加算されます。

Ｑ．子ども図書館の建設を計画した経緯つい

て

Ａ．中央図書館は開館から25年が経過し、開

館当初と比較すると利用者数、蔵書数ともに

増えてきたため、現在の面積（約1,200㎡）

では手狭になってきました。

　また、利用の仕方も従来の貸し出し、資料

提供を中心とした利用から１日の大半を図書

館で過ごす滞在型の利用へと変化してきたこ

とから、閲覧席や新聞雑誌コーナーはいつも

満席状態となっているため、新たに閲覧席等

のスペースを確保する必要が生じました。

　これらの問題を解消するために、現在の中

央図書館の児童コーナー（約130㎡）を新た

に建設される児童館の中に移行し、より図書

館としての機能を充実させた子ども図書館（約

300㎡）の建設を計画しました。

Ｑ．子ども図書館を児童館と併設することに

ついて

Ａ．児童館には、子ども図書館のほかに子育

て支援センターも併設される予定です。一つ

の施設で親子のふれあい、あるいは子育ての

場づくりを実現することで、親子ともに本に

触れる機会が増えます。また、蔵書も充実す

ることで、より興味を持って読書ができるこ

とから、児童館の中に子ども図書館を併設す

ることは効果的であると考えています。

　しかしながら、親子で中央図書館に行った

場合に子どもの図書がない。あるいはどのよ

うな図書を置くかなどについては今後の検討

課題ですので、保健福祉部とも連携を図り、

また、図書館協議会委員の皆様にもご意見を

伺いながら進めていきたいと考えています。

特別委員会の報告特別委員会の報告

○庁舎建設特別委員会

新庁舎建設基本設計委託業者(安井建築設計事

務所)の決定を受け、北本市にふさわしい庁舎を

検証する必要があるとの考えから、行政視察を

実施(12月20・21日)することに決定しました。

○議会改革特別委員会

再提出された北本市議会基本条例（案）に

対し、修正意見及び追加事項が提出されまし

たので、今後、慎重に審査を進めていくこと

になりました。

各常任委員会委員長報告(抜粋)(７)
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北本市職員の給与に関する条例等の一部改正について

北本市福祉基金の設置、管理及び処分に関する条例の制定について

北本市国民健康保険税条例の一部改正について

公の施設の指定管理者の指定について

市道の路線の認定について

市道の路線の廃止について

工事請負契約の変更契約の締結について

工事請負契約の変更契約の締結について

平成22年度北本市一般会計補正予算（第６号）

平成22年度北本市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）

平成22年度北本市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

平成22年度北本市介護保険特別会計補正予算（第２号）

平成22年度北本市一般会計補正予算（第７号）

平成22年度北本市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

平成22年度北本市一般会計補正予算（第８号）

環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）交渉参加への慎重な対応を求める意見書

（仮称）北本市子どもの権利条例の制定を求める決議

北本駅西口駅前広場改修工事に関する請願
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（
昭
）

○は議案に対して賛成の会派

×は議案に対して反対の会派

△は議案に対して賛成と反対のあった会派

請
　
願

市

長

提

出

議

案

議
員
・
委
員
会
提
出
議
案

　　　　　　　　　　議　　　　案　　　　名� � 議決結果� � 平成会�公明党�共産党
緑風政策
フォーラム

みんな
の会

緑風政策フォーラム【７人】、平成会【５人】、
公明党【３人】、共産党【２人】、みんなの会【２人】

各会派の
議員数

市長及び副市長の給与等に関する条例及び北本市教育委員会教育長の給
与等に関する条例の一部改正について

平成22年度北本都市計画事業久保特定土地区画整理事業特別会計補正
予算（第２号）

平成22年度北本都市計画事業久保特定土地区画整理事業特別会計補正
予算（第３号）

容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使用を促進するための法
律の制定を求める意見書

市道130号線および市道118号線に「グリコふれあい通り」の愛称を付
すことを求める決議

平成23年度の南部地域整備基金積立額を２億円程度とする予算措置を
求める決議

地方自治法100条に基づく北本駅西口駅前広場改修計画調査特別委員会
の設置を求める請願

＊上記以外に３件の議案審議がありましたが、いずれも挙手全員により

　原案のとおり可決しています。
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